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１ 調布市生活支援体制整備事業の開始について 

 

(1) 「調布市生活支援体制整備事業」とは 

  平成２７年度の介護保険制度改正によって，介護予防給付の一部である介

護予防訪問介護及び通所介護は，市が地域の実情に応じた取組を行うことが

できる「介護予防・日常生活支援総合事業」へと移行されることとなり，ボ

ランティアなど地域の多様な主体を活用しながら，高齢者を支援していくこ

ととなりました。 

  調布市では，地域住民が主体となった生活支援・介護予防サービスの充実

が図れるよう，「調布市生活支援体制整備事業」を開始し，地域の互助を高め，

地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを進めました。 

 

(2) 「生活支援コーディネーター」と「協議体」について 

  高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進していくことを目

的とし，地域における，生活支援等の体制整備に向けた調整役として，「生活

支援コーディネーター」を配置しました。 

また，地域で高齢者を支援する関係者間のネットワークづくりを目的とし，

定期的な情報共有・連携強化の場として「協議体」を設置しました。 

  「調布市生活支援体制整備事業」では，「生活支援コーディネーター」が「協

議体」のネットワークを活かし，住民主体のサービスが活発化されるよう，

地域全体で高齢者を支える体制づくりを地域の方とともに進めました。 
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(3) 調布市における生活支援コーディネーターと協議体の具体的なイメージ 

  ※ 内容は一例のイメージであり，コーディネーター等の動きに注目する

こと 

 

■第２層イメージ例 

    第１層の機能の下，各地域（例：日常生活圏域）で関係者とのネットワーク化や 

サービス開発を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第１層イメージ例 

    市全域で，関係者とのネットワーク化やサービス開発を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ地区協議会に出席した第２層コーディネーターは，高齢者のたまり場となっていた喫茶店 

が閉店することを委員の雑談の中で聞く 

協協議体開催。メンバーである商工会の委員から，空きスペースがある酒屋があるので，そ 

こで高齢者がたまってお茶を飲んだりしても良いか提案をするという意見をもらう 

商工会委員とコーディネーターで酒屋を訪問すると，良い返事をもらうことができた 

【メンバー】 
酒屋に空きスペースがあるので， 
きいてみますよ 

【地域の酒屋さん】 

ＯＫですよ 

 

 
【地区 

協議会委員】 
喫茶店が 
閉店する 

らしい 

閉

第 ２ 層 協 議 体 

第２層 
コーディネーター 

コ第２層の各コーディネーターは，高齢者が気軽に集まれる場所の確保に苦慮しており，第 

１層協議体にて，困っていることとして報告 

また，第１層コーディネーターは，市の会議を傍聴した際に，空き家をどうにもできず困

っている市民がいるという情報を入手 

協次の第１層協議体に空き家対策関係部署の職員を招集。空き家を高齢者のために活用する

仕組みづくりを検討してもらえないか打診 

市にて，空き家を地域活動のために活用する仕組み（例：マッチング機能，空き家提供謝

礼制度など）を構築してもらえた 

第２層 
コーディネーター 

高齢者が集まれる

場所が 
ないんです 

空き家に 
困っている方が 
いるらしい 

【 第１層 
コーディネーター 】 
空き家活用の 
仕組みづくりを 
お願いしたい 

【 市 関 係 部 署  】 

検討します 

第１層 協 議 体 

 

 

 

 

家主 

【 市 関 係 部 署  】 

仕組み構築しました 

第１層 
コーディネーター 
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 (4) 調布市での運営体制 

   調布市では，平成２７年度に第１層生活支援コーディネーターの配置及

び第１層協議体の設置を行い，関係者（地域包括支援センターや地域福祉

コーディネーターなど）と顔の見える関係づくりや，サービス開発を行う

ための既存資源の把握調査等を市全域で進めました。 

 

  【調布市での運営体制】 

調布市生活支援体制整備 

事業の開始時期 

平成２７年４月 

※ 平成２７年６月から 

公益財団法人調布ゆうあい福祉公社へ委託 

生活支援 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

活動区域 第１層（市全域） 

配置人数 社会福祉士２人配置（公社業務兼任） 

協議体 

対象区域 第１層（市全域） 

メンバー 調布市内の関係団体１２人を招集 

アドバイザー 
室田 信一 

（首都大学東京 都市教養学部 人文・社会系 准教授） 

事務局 
公益財団法人調布ゆうあい福祉公社 

地域事業課住民参加推進係 

市の所管部署 福祉健康部高齢者支援室 

 

【相関図】 

 

 

  

           

           

 

 

 

 

           

 

 
  

福祉健康部 

高齢者支援室 

 

生活支援 
コーディネーター 

【事務局】 
協議体 

 

 

アドバイザー 

 

活動の補完 
 

事業報告 
 

設置・運営 
 

業務委託 
 

事業運営の 

アドバイス 
 

円滑な協議の 
サポート役 

 

http://www.chofu-yu-ai.or.jp/index.html
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２ 活動報告【生活支援コーディネーター】 

 

 (1) 生活支援コーディネーター活動実績 

ア 内容と件数 活動合計６０件 

資源開発 ２７件 

 既存資源の把握，地域に不足する資源の創出 １５件 

■資源・地域課題ヒアリング調査票作成 

（地域包括支援センター１０箇所，地域福祉コーディネーター４地域） 

■民間事業者への家事代行サービスのヒアリング 

■コミュニティビジネスを活用してつどい場の創出，ネットワークづくりなどに

取組む調布アットホームカフェへの参加 

（介護者の立場から自宅開放居場所作りについて） 

■体操サロンの見学 

■第１０回地域デビュー歓迎会「お役立ち探し」会の視察 

■武蔵野市テンミリオンハウス（高齢者のつどい場）の見学 

■ケアマネジャーへのヒアリング など 

サービスの担い手の養成 １件 

■富士見地域福祉センター・ボランティアガイダンスの見学 

元気な高齢者等が担い手として活動する場の把握 １１件 

■自宅を開放してつどい場の開催を希望する市民と，市内の先駆的なつどい場に

同行訪問 

■ゆうあい・せいじゅ合同ボランティア説明会への参加 

■調布市シルバー人材センター視察 

■市内のつどい場などの見学 

■調布市民未来会議への参加 

■子どものつどい場へのボランティア紹介 

■ゆうあい協力会員の定年制について など 

ネットワーク機能の構築 ２４件 

 

関係者間の情報共有 ２４件 

■調布市福祉人材育成センター挨拶 

■支援センター連絡会への挨拶  

■各地域包括支援センターが主催する地域ケア会議の出席 

■地域福祉コーディネーター（４名）との情報交換会 

■ちょうふの里地域包括支援センターと地域福祉コーディネーター情報交換会 

■立川市社会福祉協議会視察 

■武蔵野市主催の近隣市生活支援コーディネーター情報交換会 
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■東京都生活支援体制整備事業情報交換会 

■狛江こまＹＥＬＬとの連絡調整（高齢者等の活躍の場の意見交換） 

■地域ケア会議参加 

■地域デビュー歓迎会参加 

■北西部ケアマネットへの参加 

■介護保険サービス事業者調布連絡協議会研修会への参加 

■生涯学習講演会（市内コーディネーター情報交換会） 

■ケアマネジャーへのヒアリング 

■訪問介護事業所との情報交換 

■コミュニティカフェ情報交換会 

■サービス事業所連絡協議会の研修参加 など 

その他の活動 ９件 

 研修・会議その他 ９件 

■調布市高齢者福祉推進協議会への報告 

■地域福祉推進会議への報告 

■東京都生活支援コーディネーター養成研修 

■東京都地域コーディネート力向上セミナー研修 

■「地域づくりにおける協議体・生活支援コーディネーターの役割 

～総合事業推進に向けて～」セミナー 

■全社協 地域包括支援センター・在宅介護支援センター研修会 など 

 

  イ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                

 

 

 

 

コミュニティカフェ情報交換会 コミュニティカフェ見学 夕友クラブ 

ゆうあい・せいじゅ合同ボランティア説明会 

夕友クラブ 手作りのお食事♪ 
皆，お皿と箸を持参で集まります。 
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ウ 活動を通して（成果や課題） 

    初年度ということで，まずは地域に出て，生活支援コーディネーター

を知ってもらうことに努めました。調布市はサロンやサークル活動等が

盛んであるため，今後は範囲を絞って，活動した方が良いか等の課題が

挙がりました。 

    また，地域包括支援センターと連携を図り，住民と地域とのつながり

をコーディネートすることができました。今後は，引き続きセンターと

連携を図るとともに，センター以外との連携を検討していきます。 

 

 

 (2) 支え合える地域づくり学習会の開催 

  ア 内容と参加人数 

支え合える地域づくり学習会 

日時 
平成２８年２月２４日（水） 

第１部 ９：３０～１１：００ 第２部 １３：００～１６：００ 

場所 
調布市市民プラザあくろす 

第１部 研修室３  第２部 あくろすホール① 

参加 

人数 

第１部 １３人 

第２部 学習会 ９人，認知症サポーター養成講座１０人 

内容 

■第１部 

・地域に必要な支援ってなんだろう？ 

【内容】高齢者を取り巻く現状，近隣助け合い体験，座談会 

■第２部 

・地域に必要な支援ってなんだろう？ 

【内容】高齢者を取り巻く現状，近隣助け合い体験，座談会 

・認知症サポーター養成講座 

 

イ 学習会の様子 
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  ウ 学習会の開催を通して（成果や課題） 

    学習会では，高齢社会の現状の講義のあと，さわやか福祉財団作成の「近

隣助け合い体験ゲーム」のカードを使い，助け合いの模擬体験をしました

（自分がしてほしいことが書かれたカードを手に取り，助けてくれる人を

募るもの）。 

 

 

 

交渉が成立し，模擬とはいえ，自分の手助けをしてくれる人が見つかる

と，皆さんから笑顔がこぼれ，支え合いの実践に向けて様々な気づきにつ

なげることができました。今後は，「支え合い」の普及啓発に向けて，よ

り有効な学習会になるようブラッシュアップしていくとともに，フォロー

アップについても検討していきます。 

 

 

 (3) 地域課題及び資源の把握・分析 

ア 地域課題について 

地域包括支援センター１０か所に生活支援コーディネーターが戸別訪 

問し，地域の課題についてヒアリングを行い，カテゴリ別に市内の課題と

してリストアップしました。 

地域のつながり 

■個人情報の問題があり，支援の必要な高齢者の情報が不足している。特にマンシ

ョンや自治会活動が盛んでない地域などは，高齢者の存在が把握しづらくなって

いる。 

■世帯に呼び寄せられた方は，地域とのかかわりが希薄になりがちである。 

■古くなった団地の建て替えで転居を余儀なくされ，今までのコミュニティーが喪

失しまうことがある。 

■コミュニティーは子育てを通して始まることが多く，その後希薄になり，地域と

助けて！ お安い御用！ 
 

１つのグループを１つの地域と仮定 

 家具などの 

重い荷物の運搬 
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のつながりができにくくなる。 

■既存の集まりがあっても，新しく参加しようとすると閉鎖的な印象を受けてしま

うことも少なくないようである。 

■自治会への未加入者が増えている。 

場所の問題 

■段差があると集まることが厳しくなることもあり，要支援の方が気軽に集える場

所が地域に不足している。 

■歩行可能範囲内に集まれるような場所があまりない。 

■集まれる場所を確保するために「空き家を借りたとしても管理や維持はどうする

のかという問題（火災保険等）も出るのでは」と心配する声があった。 

人的資源の問題 

■地域のキーパーソンになる方は，地域でいくつも役割をかけ持ちして活躍されて

いるが，８０代の方が多く継承者がいないことが困っているとの声が聞かれる。

地元の方の高齢化により地域をつくる力が弱くなっているので，専門職の介入が

必要であるという声があった。 

家族機能の問題 

■親族がいない方の入院手続きが大変になっている。身体的にお金を下ろすことが

大変になり，友人がサポートしているがトラブルが起きていることもある。後見

人を選任するほどではなかったりするとサポート資源がない。 

■本人がサービス利用を拒否していて，親族は遠方の場合，さらに支援が困難にな

ることがある。 

 

イ 地域資源について 

地域包括支援センター１０か所及び地域福祉コーディネーターに生活

支援コーディネーターが調査票を依頼し，カテゴリ別に市内の資源課題と

してリストアップしました。 

   ※ リストアップしている数は，生活支援コーディネーターが調査を通

して，把握したものです。実際の団体等の数とは異なります。 
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  ウ 地域の分析を通して（成果や課題） 

    地域課題については，各地域包括支援センターだけではなく，センタ

ーの担当エリア内においても地域差があることがわかりました。また，

地理的要因，人的要因，地域のつながりなどの問題では，市内で共通す

る課題も多々見られました。今後，全市的な視点で課題整理をしていき

ます。 

    地域資源については，引き続き，資源の把握に努めてまいります。ま

た，「生活関連産業」の情報が把握しづらいことがわかりました。今後，

調査方法を工夫していきます。 
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３ 活動報告【協議体】 

 

 (1) 開催日程と内容 

開催日時 議題 

第１回協議体 

（協議体設立準備会） 

平成 27年 7 月 22 日（水） 

１４：００～１５：３０ 

■調布市生活支援体制整備事業について 

 「地域の支えあい体制の構築に向けて・・・」 

・経過，主旨，方針等について 

  ・事業計画等について 

第２回協議体 

（協議体設立準備会） 

平成 27年 8 月 18 日（火） 

１５：００～１６：３０ 

■講義「生活支援サービスの推進にむけて」 

講師／首都大学東京 都市教養学部 人文・社会系 

准教授 室田 信一先生（アドバイザー） 

■生活支援体制整備事業の方向性の検討，確認 

■協議体の名称，メンバー（参加団体）の検討と選定 

協議体発足記念講演会  

平成 27年 10 月 23 日（金） 

１０：００～１２：００ 

■第１部 協議体発足記念講演会 

    「今，なぜ地域の支えあいなのか？」 

■第２部 ワークショップ 

「自分たちだけでは支えきれなかった方の 

事例を通して」 

第３回協議体 

（協議体設立準備会） 

平成 27年 11 月 27 日（金） 

１０：００～１２：００ 

■調布市生活支援体制整備事業について 

■生活支援コーディネーター活動報告 

■「担い手の発掘・育成に向けた取組」 

 ・各団体からの取組紹介 

 ・担い手の発掘・育成について 

■担い手養成講習会の検討 

第４回協議体 

平成 28年 1 月 22 日（金）  

９：３０～１１：４０ 

■総合事業と生活支援体制整備事業 

■担い手の発掘･育成に向けた取組について 

生活支援サービス担い手養成講習会について 

■生活支援コーディネーター活動報告 

 ・社会資源調査（中間報告） 

・地域課題について（中間報告） 

第５回協議体 

平成 28年 2 月 26 日（金）  

９：３０～１１：３０ 

■生活支援体制整備事業と協議体 

■生活支援コーディネーター活動報告 

■平成２７年度生活支援体制整備事業 総括 

■平成２８年度事業計画の検討 意見・提案集約シート 
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 (2) 協議体メンバー 

  ア 関係団体 １２人                  （敬称略） 

氏  名 所     属 

小玉 真理子 有限会社ヘルパーねこの手 代表 

末吉 喜世子     特定非営利活動法人 たすけあいワーカーズ調布はこべ 

代表理事     

鈴木 賀代子 ぷくぷく・ポレポレの家 代表 

橋本 郁子 民生児童委員協議会 

大山 啓太郎 調布市社会福祉事業団 知的障害者地域生活サポート 

すくらむ 施設長 

鯨岡 昌平 調布市シルバー人材センター 事務局長 

岡田 圭史 調布市シルバー人材センター 主任 

竹下 敬子 調布市シルバー人材センター 

高木 直 調布市社会福祉協議会 市民活動支援センター  

センター長 

川原 泉 調布市社会福祉協議会 地域福祉推進課地域福祉係 

地域福祉コーディネーター 

原口 彰男 調布市地域包括支援センターちょうふの里 センター長 

竹内 悦子 調布市地域包括支援センターちょうふの里 見守り担当 

  イ アドバイザー 

氏  名 所     属 

室田 信一 首都大学東京 都市教養学部 人文・社会系 准教授 

ウ  事務局 

氏  名 所     属 

武安 眞珠 調布ゆうあい福祉公社 事業課担当課長 

細谷 光芳 調布ゆうあい福祉公社 事業課住民参加推進係長 

生活支援コーディネーター 

完山 麻弓 調布ゆうあい福祉公社 事業課住民参加推進係主事 

生活支援コーディネーター 

神戸 聡 調布市福祉健康部高齢者支援室 高齢福祉担当課長 

風間 雄二郎 調布市福祉健康部高齢者支援室 高齢福祉担当課長補佐 

川手 智子 調布市福祉健康部高齢者支援室 支援センター係長 

小形 健 調布市福祉健康部高齢者支援室 在宅サービス係長 

佐近 巴那 調布市福祉健康部高齢者支援室 計画係主事 
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 (3)  協議体発足記念講演会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 協議体の開催を通して（成果や課題） 

協議体が，協働の場となるよう努めましたが，事務局運営にもっと工夫が

必要なことが分かりました。今後は，更に関係団体からそれぞれの特性を活

かしていただけるよう，事務局運営の向上に努めてまいります。 

また，担い手の発掘･育成に向けた取組の協議では，生活支援コーディネ

ーターが提案した案から，様々なご意見をいただいて，大幅な改善を行うこ

とができました。今後も，生活支援コーディネーターだけでは考えつかない

アイデア等をいただきながら，協議体が持つべき「生活支援コーディネータ

ーの活動の補完」機能を引き出していきます。 
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４ 平成２７年度生活支援体制整備事業を通して 

  

   生活支援体制整備事業を進めていくうえでマニュアルとなるものは，厚生

労働省が平成２７年６月５日に示した「介護予防・日常生活支援総合事業の

ガイドライン」となりますが，“地域の実情に応じた取組を”と随所に記載さ

れおり，まさしく，手探りでの事業開始となりました。 

このような中，平成２７年度においては，まずは「生活支援コーディネータ

ーを知ってもらうこと」，および，「地域の実情を知ること」を主眼におき，地

域の様々な団体にお邪魔させていただきました。 

「生活支援コーディネーターを知ってもらうこと」に関しては，調布市では

すでに地域福祉コーディネーターが活動していることから，その違いの説明に

工夫を凝らしました。 

また，「地域の実情を知ること」に関しては，調布市では各団体のそれぞれ

に，高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備に向けて，取り入れたい

良い取組や工夫がなされており，調布市での地域活動は一定の土台ができてい

ると認識いたしました。 

今後は，平成２７年度の活動で窺い知れた“調布市の実情”を，「生活支援

コーディネーター」がどう活かして，高齢者の生活支援・介護予防サービスの

体制整備の調整・お手伝いをしていけるか，「協議体」等を通して，地域の皆

様と取り組んでいきます。 

  調布市の地域の皆様が長年かけて耕されてきた土台について，３年かかる

か，５年かかるか，１０年かかるか，まだ見通しをたてられてはいませんが，

生活支援コーディネーターが種まきをすることによって大輪の花を咲かせら

れるよう，丁寧に地域の醸成に努めてまいります。 
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５ 平成２８年度生活支援体制整備事業の方向性 

 

 (1) 生活支援コーディネーターの活動 

   引き続き，第１層（市全域）にて，地域の実情を把握していきます。 

また，必要に応じて，ニーズと取組のマッチングを行い，生活支援サービ

ス等の開発を目指します。 

 

(2) 「支え合い体制づくり」に向けた普及啓発活動 

   引き続き，「支え合える地域づくり学習会」を拡充し実施します。 

また，さらに広く市民に普及啓発を図れるよう講演会を実施します。 

 

(3) 地域課題及び資源調査 

調布市では，生涯学習のためのサークルや，ひだまりサロン等の住民活 

動が活発であることを平成２７年度に認識しました。平成２８年度は，この

ような団体の実態把握を中心に活動していきます。 

   また，高齢者が活躍できる場の調査を行い，リスト化します。 

 

 (4) 協議体の開催 

   引き続き，第１層（市全域）にて，年５回程度開催します。 

   主な協議内容は，担い手の発掘･育成に向けた取組をどのようにしていく

かについて，メンバーの意見やノウハウを十分に引き出しながら，進めて

いきます。 

   また，調布市介護予防・日常生活支援総合事業と生活支援体制整備事業

の整理，第１層と第２層生活支援コーディネーターの活動の仕方の整理を，

メンバーと確認しながら行っていきます。 
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